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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ささえあいの若葉

住　所 熊本市東区若葉3丁目15番8号

4310101425

尾場瀬　輝雄

令和5年度電話番号 096-237-7719

連携先企業名 御船計算センター 担当者名

＜連携した結果に対する意見または評価＞

作業効率の向上により、納期の調整が容易になり、顧客へのサービス品質が上がった。また、インボイス制度に基づいた煩雑な会計処理を分業

化することができ、時間短縮にも繋がっている。

＜今後の連携強化に向けた課題＞

変化が苦手な方でも作業に取組みやすいように、作業環境の整備や定期的な打合せを実施し、更なる生産性の向上を目指していきたい。

連携先の企業等の意見または評価

村上　理恵

＜活動場所＞

御船計算センター（上益城郡御船町大字豊秋2021）

＜実施日程＞

平日（令和2年10月～）

＜実施した生産活動・施設外就労の概要＞

領収書・請求書・売上伝票等の資料整理、及び市販会計ソフトや独自開発エクセル様式へのデータ

入力作業、入力後の製本作業等。

＜利用者数等＞

10名

＜地域連携活動のねらい＞

地域で生活する障害者と企業が関りを持ち、相互理解を深めることで活躍の場を広げていくこと。また、社会的

スキル・労働習慣を確立させ、一般就労に向けた事前準備にも繋げること。

＜地域にとってのメリット＞

周辺に事業所が少ないため、雇用の確保、治安向上・地域の発展にも繋がること。

＜対象者にとってのメリット＞

専門的な知識が無く、会計ソフトを使用した記帳代行業務に対して自信が持てない方でも、Officeソフトの基本

操作のみで生産活動に参加でき、やりがいや働く意欲が増すこと。また、一般企業との関わりを持つことで、コ

ミュニケーション能力の向上にも繋がること。

＜実施した結果＞

昨年からエクセル入力方式に取組んでおり、令和5年10月施行のインボイス制度に基づいた煩雑な会計処理に対

応すべく、エクセル様式の改良を行ったことで、作業が比較的シンプルになった。

＜得られた成果＞

施設外でのチーム作業や、一般企業の従業員との関わりによって、責任感や緊張感・達成感を得られたこと。ま

た、会計の知識がない方でも、Officeソフトの基本操作のみで生産活動に参加できるようになったこと。

＜課題点＞

既にスキルをお持ちの方や、これまでの作業工程に慣れている方にとっては、新しい取組みに対しての意欲が低

下しているように見受けられるので、「なぜこの様な取組みを行うのか。」等の説明・指導等を丁寧に行ってい

く必要がある。

様式１

RPA実行の様子

入力後のチェック作業の様子

エクセル入力作業の様子


